
 

 

（別添１） 

 

当該装置の使用状況による測定値への影響判断フロー 

 

(株)ガステックがホルムアルデヒド放散量の確認のために実施した放散試験の結果

に基づき、以下の手順により地方公共団体等に聞き取りを行うことにより、測定値が

影響を受けた（濃度が高めに検出された）可能性があるかどうかの判断を行った。 

 

 

 

 

 

      該当する                 該当しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             該当しない         上記のうち 1項目以上該当する 

 

 

延長チューブなどを使用し、本体から 50cm 以上離れた箇所に吸引口を設けた。 

・本体が直射日光にさらされていた。 

・輻射熱や周辺気温等により、本体が 30℃以上の高温であった。

・空気の滞留が起きやすい立地等により、周辺風速が 0.1m/s 以

下であった。 

・吸引口を含めた本体に、雨よけ等を目的とした覆いを掛けてい

た。 

影響を受けた可能性がない 影響を受けた可能性がある 


